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しんいちろう

　

昨
年
4
月
の
選
挙
で
皆
さ
ま
の
ご
信

任
を
い
た
だ
い
て
か
ら
１
年
。
こ
の

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
２
類
相
当

か
ら
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
社

会
に
活
気
が
戻
る
一
方
、
１
月
に
は
能

登
半
島
で
大
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
一
層
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な

社
会
の
実
現
に
向
け
、
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

おのでら慎一郎▶1956（昭和31）年2月12日生まれ▶学習院大学文学部卒業後、平凡出版（現マガジンハウス）に入社。雑誌『ポパイ』『ブ
ルータス』や書籍の編集に携わる。『ポパイ』第8代編集長▶2003（平成15）年より神奈川県議会議員に6回連続当選▶防災警察、商工労働、
厚生各常任委員会の委員長を歴任▶県議会第111代副議長。2020（令和2）年度、神奈川県監査委員▶2023（令和5）年度、防災警察常任
委員会委員、共生社会推進特別委員会委員、決算特別委員会委員▶神奈川県都市計画審議会委員

Asahi 
Policy 
Digest

　幹線道路に生活道路がぶつかる丁字路交差
点。生活道路を渡るほうの横断歩道に歩行者用
信号が付いていないところでは、赤信号を見落
とす歩行者が少なくありません。危険を訴える住
民の方の声を受けて、三保街道「川井小学校入
口」、厚木街道の東希望が丘クリエイト前、国道
16号「白根不動」の各丁字路交差点に歩行者用
灯器を設置しました。

　消えかけた横断歩道の補修や老朽化した信
号機の更新のための「交通安全施設整備費」の
増額に取り組んでいます。令和6年度は約60.5
億円と5年前の1.6倍にもなっています。

急ピッチで進む横断歩道の塗り直し急ピッチで進む横断歩道の塗り直し

　
災
害
大
国
日
本
に
あ
っ
て
は
、防
災
・
減
災
こ
そ
政

策
の
中
心
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
と
、私
た
ち
公
明
党

は
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、道
路
の
寸
断
が

救
援
・
復
旧
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
し
た
。神
奈
川
県

で
は
、災
害
時
の
緊
急
輸
送
体
制
の
確
保
に
向
け
、道

路
、橋
梁
、港
湾
、河
川
、が
け
地
な
ど
の
安
全
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
予
算
を
積
極
的
に
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、断
水
で
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
っ
た
時

の
た
め
に
、県
は
携
帯
ト
イ
レ
の
ス
ト
ッ
ク
を
約
1
4
0

万
回
分
に
増
や
し
ま
す
が
、こ
れ
で
す
べ
て
の
需
要
を

満
た
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、基
本
は「
自
助
」で
す
。県

で
は
1
日
5
回
×
7
日
×
家
族
の
人
数
分
の
備
蓄
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。1
0
0
回
分
で
６
千
円
程
度
で
す
。

こ
う
し
た
家
庭
に
お
け
る
備
蓄
を
推
進
す
る
市
町
村

に
は
、県
が
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災・減
災
を

政
治
と
社
会
の
主
流
に

携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
も
推
進

　私立高校等の授業料実質無償化について、住
民税非課税世帯であれば入学金も実質無償化と
なります。また、多子世帯の場合、年収約800万円
未満の世帯から、910万円未満の世帯まで年収上

限を拡大しました。加えて、多子の年齢要件を緩和し、これまでの「15～23
歳未満の子ども3人以上」から「23歳未満の子ども3人以上」としました。

新年度予算に
生きる
公明の提案

まずは高校無償化の拡大から

丁字路には意外なリスクが潜んでいる

地域の
安全と安心
に全力
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みなさまの声をお寄せください
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困難な問題を抱える女性に支援の手を

国に対して意見書も提出国に対して意見書も提出

　平成29年の本会議で、私が「女性の貧困」問題を取り上げてから7年。ようやく「困
難な問題を抱える女性への支援に関する法律」（女性支援法）が4月に施行されます。
　男女間の賃金格差は、高齢になってからも年金格差として現れます。また、経済的
に「貧乏」なだけでなく、家族や社会からの孤立も困難な状況に拍車をかけています。
県として、そうした複合的な問題を抱える女性の課題解決に向けた総合相談窓口を設
置するとともに、（外界との遮断をせずに）社会とのつながりを維持したまま、一時保護
から自立に向けた支援を行う新たな施設を整備します。

　神奈川県議会は公明党の提案により「困難な
問題を抱える女性への支援に関する法律」の施
行に関する意見書を国に提出。「支援調整会議」の詳細な
考え方の提示や、都道府県における女性相談支援員の配
置基準の設定、市町村による女性相談支援員の配置や全
国どこでも長期にわたる伴走支援を可能にする財政的支
援など、多様な支援を提供するための体制の整備などを国
に求めました。

　神奈川県におけるロボット戦略は、15年以上前に公明党県議団から始まった。
これは自他ともに認める事実です。その間、さがみロボット産業特区が誕生し、私
たちも主に介護ロボットの普及に努めてきたのですが、進捗は今ひとつ。

　その要因として、作り手と使い手のミスマッチがあるらしい。そこで令和6年度は、より現
場のニーズに合ったロボットの開発・改良を促すため、そのロボットが真に介護に適して
いるか否かの実証及び効果検証の結果を分析するとともに、ロボット実装促進センターに
おいて施設とロボットのマッチング及び実装を支援していきます。

　物価高騰や人手不足など厳しい
環境にある中小・小規模事業者のた
め、生産性向上に向けた設備投資や
デジタル化を支援します。また、コスト
の高騰を親事業者への納入価格に
転嫁するためのサポート窓口を設
置。さらに、公明党の要請により、価
格交渉に使えるノウハウを県HPに掲
載したほか、経営行動計画書の策定
が不要な小口融資を創設しました。
　また、公明党は国会において、中
小企業を下に見る「下請け」という
言葉の見直しも求めています。

賃金や
適正な
価格転嫁に回して！

企業の内部
留保は
500兆円超！

介護ロボットの
言い出しっぺは
もう待てない

　自転車事故で亡くなる人の約7割が頭部
に致命傷を負っており、その6割が65歳以
上の高齢者です。県内のヘルメット着用率
は2022年11月の４％から、2023年5月には
11％（県警調べ）と上昇していますが、まだま
だ低いと感じています。事故による致死率は、着用と比べ非
着用は約2.4倍となっています。自転車に乗るときは（特に私
のような中高年は）、ヘルメットで命を守りましょう。

　令和6年度から神奈川県は公明党などの提案に応え、犯
罪被害者等に対する経済的支援を貸付金から見舞金に切
り替えます。犯罪により亡くなった方の遺族に70万円、重症
病を負った方に40万円、自宅等での被害により転居を余儀
なくされた方に20万円を給付。これは全国最高水準です。
　また、かながわ性犯罪・性暴力被害
者支援センター「かならいん」では、証
拠採取等に対応する医療機関を拡充
するため、性暴力対応看護師（ＳＡＮＥ）
養成研修の受講を支援するほか、新たな証拠保管庫の整
備等を行います。さらに、子ども・若者など幅広い層からの
被害相談を受け入れやすくするため、従来の電話相談に加
え、ＳＮＳを活用した相談も実施します。

自転車乗るなら、ヘルメット

犯罪被害者への支援を手厚く
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